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　　An　elec．troll　microscopic　ilwestigation　was　conclucted　on　7　cases　of　mucinous　cystadenoma　and　2
cases　of　mucinous　cysta〔lenocarcinolna　first　diag血osed　under　a　light　Inicroscope．　The　following　results
wer．e　ob．taine．d．
　　1）　The　epithelial　cells　of　mucinous　cystadenoma　were　classi丘ed　illto　the　fQllowing　types：secretory
ce11s，　c・lumnar　cells　and　ar黛enta舐n　cells．
　　2）　The　secretory　cells　wlth　numerous　secretory　grallules　showed　goblet　cell　ff）rm乏ltion　sporadically．
In　the　supranuclear　region，　r（：｝ugh　end‘）plasmic　reticulum　and　well　developed　Golgi　apparatus　were　recon－
gized．
　　From　these　findings，三t　may　be　surmised　that　the　secretory　cells　reseml：）le亡he　go1〕let　cells　seen　in
the　intestinal　epithe．liuln，
　　3）　Findillgs　of　the　brush　border，　terminal　web　and　surface　cc）at　were　recognized　in　the　columnar
cellS．
　　Based　on　t．hese　ultrastructural丘11dlngs，　it　may　be　surmised　tllat†11e　columllar　cells　appear　to　coincide
with　the　absorpt量ve　cells　of　the　iIltestinとLl　epithelium．
　　4）　Froln　the　ultrastructural　character〔〕f　the　el，ithelial　cells　of　mucinous　cysia（lenolna，　it　was　sug－
gested　that　this　tunlor　is　of　teratoma　origin．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　May　22，！978　an（I　accepted　Septem1〕er　5，！978）
1　緒　　言
　卵巣に発生するムチン性嚢胞腺腫は卵巣腫瘍中の良性嚢
胞性腫瘍として分類されている腫瘍型である．本腫瘍は数
多くみられる腫瘍でありながら，未だその微細構造に関す
る報告は殆んどみられない．
　腫瘍がいかなる細胞・組織より発生したかを知るために
は腫瘍の病理組織像をその腫瘍の発生したと考えら．れる臓
器～母組織との形．態学的関連性の検索が必要とされてい
る．しかし卵巣ムチン性嚢胞腺腫の場合には正常卵巣組織
に本腫瘍の上皮を構．当する．粘液分泌細胞がらみれないこと
などの複雑要因があり，定説が得られていないのが現状で
ある．本1庫瘍の組織由来についての研究報告は次の如く大
別される．第1はBrenner腫瘍由来説（Wlllis1）にはじ
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まる）第2ぱMoller管由来説（Towers2）にはじまる）第
3はTeratoma由来説（Mayer，　G，　A．3）にはじまる）～
ムチン性嚢胞腺腫の組織由来で使用される“teratQma”
の名称はteratOinaとして発．生してくる組織の中でも腸
管上皮に類似した組織が優位的に発生してくるものとして
使用されている．第4としてHertig　and　Gore4）および
Luisi5）が述べているMUIIer管およびteratomaから由
来とする混合説の考え方がある・
　本腫瘍の上皮細胞および嚢腫液の組織化学的検索
（Fisher6））および生化学的研究（Odin7））結果か．ら本腫瘍
の嚢腫液がmucopolysaccharideとして特徴づけられる
mucinを含むことは明らかである・
　著者は電子顕微鏡を用いてムチン性嚢胞腺腫およびムチ
ン性嚢胞腺瘤の上皮細胞を超微的に観察し，光顕的あるい
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は生化学的研究結果とは別の立場から本腫瘍の組織由来を
解明する目的で本研究を行なった．
2　研究材料および方法
　手術的に摘出した卵巣腫瘍で，光顕的にムチン性嚢胞腺
腫（7例），ムチン性嚢胞腺癌（2例）と診断された症例を
対象とした．摘出組織は小片に切り，4℃，2．5傷グルター
ルアルデヒド（0．1M燐酸緩衝液pH　7．4で1時間固定後，
さらに2傷オスミウム酸（0．！M燐酸緩衝液pH　7．4）で1
時間固定した．上昇エタノール系列にて脱水後エポンにて
包埋した．Porter－Blum　microtomeで品薄切片を作製．
酢酸ウラニールおよびクエン酸鉛で二重染色，日立HS－7
型電子顕微鏡で観察撮影した．
3観察所見
3・1　ムチン性嚢胞腺腫
　本腫瘍を構成する細胞は電顕的に3型に分類された、こ
れらの細胞型は分泌細胞，円柱状細胞および小型頼粒に特
徴づけられる．
　3・1・1分泌細胞
　細胞である本細胞は大小不同，同質性で電子密度の低い
分泌頼粒を多数有する細胞であり，所々で杯細胞の形態を
なしている．細胞自由縁に僅かの微絨毛が突出している．
細胞内小器官は細胞質辺縁および下極に圧排されている，
隣接細胞膜は比較的発達したデスモゾーム結合をなしてい
る．分泌頼粒は一層の限界膜につつまれて，あるいは幾つ
かが癒合して存在し，嚢腫腔に面する細胞膜の破綻により
分泌穎粒が放出される所見がみられる（Fig．2）．　Fig．1で
杯細胞と杯細胞にはさまれた細胞は分泌細胞と円柱状細胞
の間の子細胞ともいうべき形態をとっている．即ち細胞自
由縁に突出する微絨毛は，芯（core　micr面lament）をも
ち細胞質中で微細線維網におわる．一方細胞上部には大小
不同の同質性の分泌旧記がみられさらに不定型な糸粒体の
密集が認められることである，本細胞と杯細胞の細胞間結
合は細胞上部で密に接し，下方では細胞間間隙は拡大し，
細胞質突起によりinterdigitation構1告を示している
（Fig．1）．
　分泌頼粒の下方すなわち核上部領域には類円形の糸粒
体，不規則に拡大したあるいは小管状の粗面小胞体がみら
れ，また著明に発達したゴルヂ野が認められる．数層の
Golgi　lamellae，　vesicleおよびvacuoleよりなるゴルヂ
野の周辺に分泌頼粒と類似の内容を有する小胞および不整
形の穎粒がみられる（Fig．3）．
　分泌細胞の横断像では集合した分泌穎粒を中心にして，
その周囲にゴルヂ野が輪状に配列し，その外側を小管状の
粗面小胞体がとりまいている．細胞の一部に明るくて染色
されないグリコーゲン野と思われる部分が認められる
（F玉9．4）．
　上皮層を基底部・中間部・表層部に区分して観察すると
各々の部位に特徴的所見を認める．基底部では細胞間間隙
は拡大し，細胞質突起により連絡している．小器官は乏し
く，小型の糸粒体が散在するにすぎない．細胞の一部に染
色されない明るいグリコーゲン野と思われる部位がみられ
ることが多い（Fig．5）・中間部にいたると細胞間結合は基
底部よりさらに複雑になる．所々にデスモゾーム結合をみ
る，細胞内小器官は乏しく小型の糸粒体と粗面小胞体とが
僅かに認められる（Fig．6）．表層部に近づくに従い，細胞
間間隙はせまくくなり，特有な細胞質突起を出しデスモゾ
ーム結合がやや増加する．ゴルヂ野も認められるようにな
り，それと共に分泌顯粒も出現してくる（Fig．7）・
　3・1・2　円柱状細胞
　本細胞の細胞自由縁には多数の微絨毛が規則正しく配
列してbrush　borderを形成している．微絨毛内には
1nicro丘lamentが縦走し，その下端は長く細胞質内へ突出
してterminal　webに終っている．　brush　borderの表
面には0．1～0．3μmの厚さを有する低電子密度の微細な線
維状物質よりなる構造がみられる，微絨毛基底部間の表
層細胞膜は不規則で，細胞質内へ陥凹し，pinocytotic
vesicleを形成している．これらの小胞は微絨毛基底部に
も存在するが，terminal　web直下に集合し帯状に配列し
ている部分もみられる．terminal　web以下の嚢腫腔に近
い細胞質内には比i咬的大型の類円形ないし長楕円形の糸粒
体が多数存在する．不規則に拡大した粗面小胞体が認めら
れ，さらに多数の胞状の滑面小胞体も観察される・核上部
にはゴルヂ野が認められる．細胞間には嚢腫腔に近く
erminal　barが存在し，デスモゾーム結合も所々に認め
られ，さらに細胞間結合のin亡erdigitationが著明である
（Fig．8）．
　3・1・3　小型穎粒を有なる細胞
　この細胞は一般に上皮層の基底部に位置して基底膜に接
している．特徴的な小型顯粒の存在により他の細胞型とは
区別される・この小型穎粒は高電子密度で全体に黒色に観
察されるもの，電子密度が低く限界膜を有し密に微細穎粒
をもっているものと，疎にもっているもの，限界膜を有す
るが断裂し，内容は空虚となっているものなどがある
（Fig．9）．
3・2　ムチン性嚢胞腺癌
　本腫瘍を構成する細胞は分泌穎粒を有する大多数の細胞
（分泌細胞）と分泌題粒をもたない少数の細胞（非分泌細胞）
から成っている．両細胞の細胞自由縁には微絨毛がみられ
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分泌細胞の微絨毛内にはmicro丘lmentを認めないが，
非分泌細胞の微絨毛内には認められる・非分泌細胞の微絨
毛は不完全ながらbrush　borderを形成している．両細
胞の細胞自由縁には，surface　coatもみられる．分泌細
胞における・分泌穎粒は大小不同で限界膜を有し，明暗
種々の特徴を呈するが，それらの細粒の中には，内部に
dense　coreを有するものもみられる．分泌細胞は長管状
あるいはやや拡大した粗面小胞体，比較的大型で不定型の
糸粒体および発達したゴルヂ野を有している・額縁は不整
である（Fig．10，11）．基底膜は所々で断裂欠損しており，
その部から腫瘍細胞が間質内へ侵入している（Fig．12）・
4　考　　案
　本研究においてムチン性嚢胞腺腫を構成する細胞は観察
所見で述べたごとく3型に分類された．
　分泌細胞は多数の分泌頼粒を有し，嚢腫腔に嚢腫液を分
泌しているものと思われる．本腫瘍にみられる分泌細胞は
腸管上皮にみられるgoblet　cell（Freelnan8）；Pittman
and　Pittman9））に極めて類似している・
　Fisher6）はムチン性嚢胞腺腫の上皮細胞および嚢腫液
を組織化学的に検討し，上皮細胞はneutral又はacid
mucopolysaccharideを含有しており，嚢腫液はacidお
よびneu亡ral　mucoPolysaccharideが主成分であると報
告している．Odin7）はムチン性嚢胞腺腫と漿液性嚢胞腺
腫の内容液を生化学的に検索し，ムチン性嚢胞腺腫の内容
液をfucomucin型とsialomucin型に分類した．漿液性
嚢胞腺腫の内容液については血漿蛋白を含有するとしてい
る．fucomucin型はgastrointestinal　mucusに類似し
siolomucin型はurogenital　tractより分泌されるムチ
ンに類似しているとした．大多数のムチン性嚢胞腺腫の内
容液はfucomucin型であるが，生化学的データのみから
は腫瘍の組織由来について結論を出せないとしている．
　腸管上皮の杯細胞に於てmucigen　granuleはゴルヂ野
で形成されると報告されている（Freeエnan8））．本腫瘍の分
泌細胞ではゴルヂ野は良く発達している．分泌顯粒と類似
の内容を有するGolgi　vacuoleおよびこれに由来すると
思われる穎粒が認められることから，分泌穎粒がゴルヂ野
で形成・蓄積されて分泌頼粒の形態をとるものと思われ
る、一般に糖蛋白の合成の場合，その蛋白部分は粗面小胞
体で合成されてゴルヂ装置へ送られ，一方多糖類部分はゴ
ルヂ装置で合成されて蛋白部分と結合するといわれている
が10～12），本研究で粗面小胞体，ゴルヂ野，分泌粗粒が密な
関係を有していることから，電顕的観察所見より本腫瘍の
分泌穎粒の内容液は画じ産生機転をとって産生されている
ものと思われた．分泌穎粒の分泌機転は黒住13）の放出機序
IV新制口分泌）の形式をとると考えられる．
　ムチン性嚢胞腺腫の上皮にみられた円柱状細胞は微細構
造上の所見より腸管上皮の吸収細胞に類似している14）．す
なわち細胞自由縁のbrush　border，細胞上部のterminal
webなどの構造は腸管上皮の吸収細胞の構造に一致する
ものである．さらにbrush　borderを覆う低電子密度
の微細な線維状物質よりなる構造は，腸管吸収細胞の
surface　coat15）に一致するものと思われる．
　小型穎粒によって特徴づけられる細胞は腸管上皮におけ
るargenta缶n　ce11（Trierユ5），　Ito　and　Winchester17））セこ
一致するものと思われる．ムチン性嚢胞腺腫における
argenta伍n　cellの出現はMasson18）によって初めて報
告された．さらにムチン性嚢胞腺癌におけるargenta伍n
cellの存在はR誼oro　and　Withers19），　Feno91io　o彦
α乙20）らによって報告されている．零細が種々の形態およ
び性状を呈することの意味に関して，著者は解明できない
が，Ito　and　Winchester17）1よこの細胞の機能相（func－
tional　cycle）に関係しているのではないかと述べている．
　ムチン性嚢胞腺癌を構成する細胞は分泌細胞と非分泌細
胞とにわけられた，分泌細胞は分泌国形を多数有してい
る．分泌穎粒は大小不同，明暗種々であるが，内部に
dense　c・reを有するものと有しないものに分けられる・
分泌細胞は多種多様の糸粒体および粗面小胞体を豊富に有
している．細胞表面に微絨毛が存在している．非分泌細胞
の表面には不完全なbrush　borderが存在する．そして
両細胞の細胞自由縁にsurface　coa亡がみられる・これら
の遺残構造を手掛りとして，ムチン性嚢胞腺癌がムチン性
嚢胞腺腫の悪性化により生じたものであると考えられる．
発達したゴルヂ野およびやや拡大した粗面小胞体が豊富に
認められたことは，分泌機能の充進を意味しているものと
思われる．上皮層基底部の態度，すなわち基底膜の断裂・
欠損および上皮細胞の間質への浸潤は，ムチン性嚢胞腺癌
における増殖・浸潤型式を示嚇するものと思われる，
　本腫瘍の組織由来を論ずる際に最も困難を覚えるのは，
正常卵巣に粘液を産生する細胞が欠如していることであ
る．つまりこれが本腫瘍の組織由来に関して単に仮説に止
まっているものが多い原因ともなっている．それらの組織
発生に関する説は4つに大別される．第1のBrenner腫
瘍由来としてはBrenner腫瘍がmicrocystを形成した
場合その表層細胞がムチン性嚢胞腺腫の上皮と類似した所
見を呈することにあるが，Woodr雌8彦αZ．21）はBrenner
腫瘍の間質とムチン性嚢胞腺腫の間質は全く異なっている
と述べている．Roth22），　Silverberg23）はBrenner腫瘍
を電顕的に観察しているが，ムチン性嚢胞腺腫との間に関
係があるとは述べていない．第2のM廿11er管由来を唱え
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る根拠は2つある．その1つはムチン性嚢胞腺腫の上皮が
光顕的にMuller管由来の子宮頚管上皮の構造に類似し
ていることである（Mckay24））．子宮頚管上皮の微細構造
について小森25）が詳細に報告している．本研究の微細構
造所見と対比すると，子宮頚管上皮を構成する細胞は分泌
細胞と線毛細胞である．ムチン性嚢胞腺腫では線毛細胞を
認めず，分泌細胞・円柱状細胞および小型穎粒を有する細
胞より構成されている．人子宮頚管上皮で観察されている
線維束をもつ特異頼粒をムチン性嚢胞腺腫において認めな
いことより，Mckay24）が述べている両者間に類似性があ
ることは否定される．2つめはmetaplastic　theoryであ
る．これに関しMckay24）はaging　ovaryセこおいて
methotheliumが“reversionary　metaplasia”により
coelomicepitheliumになり，　coelomic　epitheliol　inclu－
sion　cystを形成する．そしてcoelomic　epitheliumが
卵管上皮，子宮内膜上皮，子宮頚管上皮へ分化することを
示唆し，cystを形成している上皮が子宮頚管上皮の方向
へ分化した場合にムチン性嚢胞腺腫が形成されるとした．
この点については後に考察を加えたい．第3のteratoma
由来説としては，ムチン性嚢胞腺腫にargenta駈n　cellが
みられたこと（R誼oro　and　Withers19）），ムチン性嚢胞腺
腫の上皮が腸管上皮に類似していること（Cariker　and
Dockerty26）；WoodruH　8オα！．2D）およびteratomaとの
合併が多いこと（Cariker　and　Dockerty）などが根拠と
されている，第4の説としてHertig　and　Gore4）や
Luisi5）の各説がある．　Hertig　and　G。re4＞セこよると大部
分のムチソ性嚢胞腺腫はM司1er管由来であるが，一部
のムチン性嚢胞腺腫は腸管酵素陽性であり，上皮もintes－
tinal　typeを呈することから，この場合にはteratQma
由来であるとした．Lulsi5）は銀還元能反応（argenta伍n
reaction）を用いて，腸管上皮にみられるargenta伍n反
応陽性細胞を有するムチン性嚢胞腺腫の存在を認めてい
る，しかし子宮頚管上皮にはこのような細胞は存在せず，
従ってこの反応は2種類の異なった発生を有する本腫瘍を
鑑別するものであり，argenta缶n　cellを有するものを
teratoma由来，有しないものをMuller管由来とした・
しかしAzzQpardi　and　Hou29）はargenta缶n　cellの存
在をもってteratoma由来であるとはいえないとしてい
る．さらにargenta伍n　ce11は前腸より発生してくる気
管支粘膜上皮にもみられたことから27，28），argenta伍n　ce11
の存在の有無をもって，本腫瘍をteratoma由来のもの
とMUller管由来のものに鑑別することがでぎないと考
える．
　ムチン性嚢胞腺腫を微細構造上の立場から分析した研究
は少ないが，最近Fenoglis　8’α」．20）は透過型および走査
型電顕を用いての研究結果から，本腫瘍をMUller管由来
であるとしているのな注目される．すなわち上皮を構成す
る細胞の種類からムチン性嚢胞腺腫の組織型をcoelomic
epitheliumのendocervical　metaplasiaより発生する
endocervical　typeと　coelomic　epitheliumのendo－
cervical　metaplasiaおよびintestinal　metaplasiaより
発生したとするmixed（endocervica1－intestinal）typeに
分類し，組織由来について述べている．この両型の観察所
見のいずれにも線毛細胞が認められなかったとしているが
この見解に関し問題がある．すなわち第1にendocervi－
cal　metaplasia由来とすることについていえば，　coe－
lomic　epithelial　inclusion　cystの上皮細胞が，　endo－
cervical　metaplasiaをおこし，その結果ムチン性嚢胞腺
腫が形成されるとするならば，腫瘍構成細胞の一部に子宮
頚管上皮に認められる線毛細胞が存在すべぎである．また
Mckay24）やFenoglioβ彦αZ．20）が提唱しているように，
本腫瘍をM廿11er管由来とすると，　MUIIer管由来である
ことが認められている漿液性腫瘍に線毛細胞が存在するこ
とと矛盾すると考えられる．第2にintestinal　metapla－
sia由来の可能性についてであるが，この点に関し，
Azzopardi　and　Hou20）は光顕的に子宮頚部腺癌で杯細
胞，刷子縁を有する細胞，argenta飴n　cellおよびPan6th
cell等の所見を呈するintestinal　metaplasiaの症例を
報告している．また橋本ら30）は子宮頚部に発生した腺一
宇細胞癌（adenoacanthoma）の電顕所見に腸上皮化生型
胞の出現を認めたと報告している．これらの報告より細
MUIIer管由来組織にintestinal　metaplasiaの起りうる
可能性はありうると思われる．しかしこれらは悪性病変に
おいて観察されたものであり，良性変化においては現在の
ところ必ずしも周知のことではない．
　本研究における観察所見からはムチン性嚢胞腺踵の上皮
を構成しているのはbrush　border，　surface　coatなど
の特徴を有する円柱状細胞と分泌顯粒を豊富に有し，一部
で杯細胞の形態を呈する分泌細胞で特徴づけられるintes－
tinal　type　epitheliumであった．本腫瘍がcoelomic
epitheliumのendocervical　metaplasiaにより由来し
たものであれぽ，上皮を構成する細胞の一部に子宮頚管上
皮にみられる線毛細胞が存在すべきであると思われるが認
められず，また子宮頚管上皮25），子宮内膜上皮31）など
M廿11er管由来の組織にみられる線維束をもつ特異頼粒も
みられなかった，これらのことより本腫瘍の構成細胞とそ
の微細構造は漿液性腫瘍のごときMuller管由来の腫瘍
のそれとは著しく異なった所見を呈しており，光顕的ある
いは生化学的研究結果とは別の立場からteratoma由来
が示唆された．
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5　結 語
　手術的に摘出した卵巣腫瘍で光顕的にムチン性嚢胞腺腫
（7例），ムチン性嚢胞腺癌（2例）と診断された症例を電顕
的に分析検討し，以下の結果を得た．
　　1．ムチン性嚢胞腺腫の上皮を構成する細胞は分泌細
胞，円柱状細胞および小型穎粒に特徴づけられる．細胞の3
型に分類された．
　　2．分泌細．胞は分泌穎粒を多数有し，所々で杯細胞の形
態をな．し，さらに核上部領域に粗面小胞体，発達したゴル
ヂ野などの所見を認めることより，この細胞は腸管上皮に
みられるgoblet　cellに類似しているものと思われる．
　　3．円柱状細胞は細胞自由縁のbrush　border，細胞上
部のternlinal　webさらにbrush　borderを覆うsur－
face　coatなどの微細構造より，腸管上皮の吸収細胞に一
致するものと思われる．
　　4．少数では．あるがargenta田n　cellが認められた・
　　5．ムチン性嚢胞腺腫の上皮を構成している細．胞の超微
形態学的特徴より，本腫瘍がteratOma由来であること
が示唆された．
　稿を終るに臨み，御煎導いただいた恩．師明石勝英名誉教
援，橋本正淑教授，御．助言・御校閲を賜わった本学病理小
野江為則教授に深謝すると共に，直．接御指導いただいた川
瀬哲彦助教授に謝意を表します・
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Fig．1～9　ムチソ性嚢胞腺腫
　　Fig．1　分泌細胞
　　　　　細質の大部分は分泌穎粒（Sg）により占められ杯細胞の形態をなしている．細胞内小器官は細胞
　　　　　周辺部に圧排されている．杯細胞と杯細胞にはさまれた細胞はhybrid　cellの形態をとってい
　　　　　る．細胞由縁にmicro丘1amentを有する微絨毛がみられ，細胞上部に大小不同で同質性の分泌
　　　　　顯粒を認める．不定型の糸粒体も認められる．　18，000×
　　Fig．2　分泌細胞
　　　　　細胞自［h縁から微絨毛（Mv）が突出．微絨毛内にmicro丘lamenUよみられない．　5，000×
　　Fig．3　分泌細胞
　　　　　分泌願粒（Sg）の下方に糸粒体（Mt），粗面小胞体（rEr）が存在する．良く発達したゴルヂ野（G）
　　　　　がみられる．分泌頬粒（Sg）と類似の内容を有する不整形の穎粒がゴルヂ野の周辺にみられる．
　　　　　10，000×
　　Fig．4・　分泌細胞
　　　　　核上部での横断像である．分泌頼粒（Sg）は細胞中央部に存在し，その周囲をゴルヂ野（G）がと
　　　　　り囲む．さらにその周囲には粗面小胞体などの小器官が同心円状に配列している，細胞間々隙
　　　　　（ls）は拡大して多数の細胞質突起が出されている．明るく染色されないグリコーゲン野（Gl）と
　　　　　思われる部分もみられる．　5，000×
　　Fig．5　上皮層の基底部
　　　　　細胞の形態は不規則である．細胞間々隙（ls）は拡大し，細胞質突起（Ci）により連結している．
　　　　　基底膜（Bm）．　　5，000×
　　Fig．6　上皮展の中間部
　　　　　核（N）は大型で細胞質の大部分を占め，核縁はやや不規則で，深いきれこみを呈しているものも
　　　　　ある．細胞間合は細胞質突起（Ci）で複雑に絡みあっている．　5，000×
　　Fig．7　上皮層の中間部から表層部への移行部ゴルヂ野（G），分泌細粒（Sg）おび長管状の粗面小胞
　　　　　体（rEr）が認められる．　5，000　x
　　Fig．8　円柱状細胞
　　　　　細胞自r｝1縁から同じ長さの微絨毛（Mv＞が突出し，規則的に配列してbrush　borderを形成し
　　　　　ている．微絨毛（Mv）内を縦i走するmicro丘lamentはterminal　web（Tw）に終っている．
　　　　　brush　borderを覆う微細な線維状構造はsurface　coat（一・）と思われる．微絨毛（Mv）基底部
22 瀬戸　　卵巣腫瘍の電子顕微鏡的研究 札幌医誌1979
　　　　　間の表面細胞膜は不規則で細抱質内へ陥凹して，pinocytotic　vesicleを形成している．この
　　　　　pinocytotic　vesicleが帯状に配列（→）している所もある．　15，000×
　　Hg．9　小型穎粒を有する細胞（argenta田n　ce11）種々の電子密度を有する限界膜につつまれた穎粒
　　　　　が認められる．
　　　　　基底膜（Bm）に面して存在する．　7，000×
Fig．10～12　ムチソ性嚢胞腺癌
　　Fig．10　細胞質中には大小不同で限界膜を有し，種々の電子密度を呈する分泌頼粒（Sg）が多数存在
　　　　　する．不定型の糸粒体に富んでいる．管状あるいはやや拡大した粗面小胞体もみられる．細胞表
　　　　　面には微絨毛（Mv）がみられ，隣接の非分泌細胞の表面に不完全ながらbrush　bσrder（→）が
　　　　　存在する．surface　coat（→）もみられる．　5，000×
　　Fig．11　核縁は不整，長管状あるいは拡大した粗面小胞体（rEr）を認める．ゴルヂ野（G）もみられ
　　　　　る．大小不同で限界膜を有し，種々の電子密度を呈する分泌順粒が認めら，れその中でdense
　　　　　coreを有するもの（→）もみられる．　5，000X
　　Fig。12　基底膜）Bm）は所々で断裂，欠損しており，その部から腫瘍細胞が問質（St）内へ侵入（一・）
　　　　　している．　7，000×
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